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7 時前、平均就寝時刻は 23 時前、8 割を超える子どもが朝食を必ず食べており、一日の平均学習時
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方が通塾率が高い傾向があるものの、全国的に見れば小学 5 年生で 27.7%、小学 6 年生で 35.6%、
中学 3 年生で 62.5%、となっており（表 1 参照）、日本の教育は「塾なしでは語れない」と言われ
るほど、学習塾が担っている役割は大きい。 
 
表 1．居住地域別の児童・生徒の通塾率（文部科学省，2003 より抜粋） 
 小学校 4 年生注 小学校 5 年生 小学校 6 年生 中学校 3 年生 
全体 21.8% 27.7% 35.6% 62.5% 
区部 25.3% 33.4% 41.5% 66.9% 
大市部 22.3% 28.7% 37.6% 65.7% 
小市部 21.0% 26.4% 33.7% 63.4% 
郡部 19.2% 23.1% 30.1% 55.5% 



























 本研究では、東京都下の 1 市を調査対象とした。教育委員会を通じて調査協力依頼をおこない、
市内の公立小学校 2 校および公立中学校 1 校から調査協力を得た。調査協力校の小学校 4-6 年生お
よび中学校 1-3 年生の全児童・生徒に調査用紙を配布した。当日欠席した児童・生徒を除いてほぼ
すべての生徒が調査用紙に回答し、最終的な参加児童･生徒数は、小学生 639 名および中学生 410
名の合計 1049 人となった（表 2 参照）。 
 
表 2．本研究の調査協力者数および性別構成 
 男子 女子 計 
小学生 301 338 639 
中学生 230 180 410 
計 531 518 1049 
 
調査手続き 
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まり食べない（0）」の 4 つの選択肢から、TV ゲームの使用時間については学校のある日にどれだ
け TV ゲームをするかを「家にゲーム機がない（0）」「ゲーム機はあるけど学校のある日はやらない
（1）」「1 日 30 分未満（2）」「30 分から 1 時間くらい（3）」「1 時間から 2 時間くらい（4）」「毎日
















24 時表記を用いて 24 時を越えるものについては時刻に 24 を加えたものを便宜的な指標として使
用した（たとえば 25 時、26 時…など）。朝食の摂食習慣および TV ゲームの使用時間については、
小・中学生における生活習慣と学習行動の関連について 






 なお、デモグラフィック変数に関しては、学年については学年差の検討では 2 水準（小学生・中
学生）として扱い、回帰分析においては 6 水準の連続変数（小学 4 年生＝4 年生～中学 3 年生＝9
年生）として扱った。また、性別は 2 水準（男子・女子）とした。 
 
記述統計 
 学習行動については、平日の学習時間は平均 1 時間 14 分（標準偏差 70 分）、休日の学習時間は
平均 1 時間 29 分（標準偏差 108 分）であった。平日・休日の学習時間の相対度数は図 1 に示した。













 生活習慣については、起床時刻は平均 6 時 52 分（標準偏差 46 分）、就寝時刻は 22 時 29 分（標
準偏差 66 分）であった。なお、就寝時刻が定時の児童・生徒は 32%、不定時の児童・生徒は 68%
であった。起床時刻および就寝時刻の相対度数分布は、それぞれ図 2 および図 3 に示した。 
 朝食の摂取習慣については、約 8 割の児童・生徒が「必ず食べる」と回答していた。TV ゲーム
の使用時間に関しては、もっとも多かった回答は「（うちにあるが）やらない」で、およそ 3 割程
度あった（それぞれ、図 4 および図 5 参照）。 
 学校での友人数は、平均 31.2 人（標準偏差 41.37 人）と非常に分散が大きかった。学校での友人
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   図 6．学校での友人数の相対度数分布（%） 
 
 通塾に関しては、通塾している児童・生徒が 33.4%、通塾していない児童・生徒が 66.6%であっ
た。通塾している児童・生徒における通塾日数は平均 2.6 日（標準偏差 1.04 日）、学習塾の規模や
形態（黒石・高橋，2009）としては大手塾が 54.6%、個別指導を中心とする中堅塾および個人塾が
44.3%、家庭教師が 4.9%であった（ただし複数回答による）。なお、複数の学習塾（あるいは家庭








































































学習時間 起床時間 就寝時間 朝食の摂食
a TV ゲーム b 学校での 
友人数 c 通塾率 
小学生 
（n=639） 
1 時間 24 分
（69 分）
1 時間 33 分 
（118 分） 
6 時 48 分 
（44 分） 












1 時間 22 分 
（90 分） 
6 時 58 分 
（50 分） 








ａ 得点可能範囲は 0～3 点．選択肢は「あまり食べない」「食べる日と食べない日が同じくらい」「ときどき食べない時があ
る」「毎日かならず食べる」。 
ｂ 得点可能範囲は 0～6 点．選択肢は「家にゲーム機がない」「ゲーム機はあるけど学校のある日はやらない」「1 日 30 分未
満」「30 分から 1 時間くらい」「1 時間から 2 時間くらい」「毎日 2 時間以上」。 






学習時間 起床時間 就寝時間 朝食の摂食
a TV ゲーム b 学校での 
友人数 c 通塾率 
男子 
（n=531） 
1 時間 13 分
（67 分）
1 時間 28 分 
（103 分） 
6 時 54 分 
（51 分） 










1 時間 15 分
（74 分）
1 時間 30 分 
（114 分） 
6 時 49 分 
（41 分） 








ａ 得点可能範囲は 0～3 点．選択肢は「あまり食べない」「食べる日と食べない日が同じくらい」「ときどき食べない時があ
る」「毎日かならず食べる」． 
ｂ 得点可能範囲は 0～6 点．選択肢は「家にゲーム機がない」「ゲーム機はあるけど学校のある日はやらない」「1 日 30 分未
満」「30 分から 1 時間くらい」「1 時間から 2 時間くらい」「毎日 2 時間以上」． 
ｃ 対数変換値．これらの値を指数変換した値は，小学生 21.5 人；中学生 16.0 人である． 
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 一方、性別間に有意差または傾向差がみられた項目は、起床時刻（F(1,1031)=3.40, p<.10）、TV ゲ
ームの使用時間（F(1,1034)=121.41, p<.001）、学校での友人数（F(1,951)=20.18, p<.001）であった。こ
れらのうち、起床時刻は女子の方が男児よりも早く、TV ゲームは男子の方が女子よりも長時間お



















ステップ 1 学年 -.132 ***
 性別 .006  
ステップ 2 起床時間 -.114 ** 
 就寝時間 .095 ** 
 朝食の摂食習慣 .074 * 
 TV ゲーム -.114 ** 
 学校での友人数 037  
 通塾の有無 .173 ***
モデルの説明力 ステップ 1R 2 .018 ***
 ステップ 2R 2 .075 ***














ステップ 1 学年 .010  
 性別 .010  
ステップ 2 起床時間 -.070 * 
 就寝時間 .120 *** 
 朝食の摂食習慣 .058 + 
 TV ゲーム -.165 *** 
 学校での友人数 066 * 
 通塾の有無 .204 *** 
モデルの説明力 ステップ 1R 2 .000  
 ステップ 2R 2 .102 *** 







 学習行動については、平日・休日ともにおよそ 1 時間から 1 時間半程度であり、相関も高かった
ことから、小学生・中学生におけるおおよその学習時間は 1 時間から 1 時間半程度であると推定す
ることができる。ただし、休日の学習時間の方が分散が大きく、勉強をする児童・生徒としない児
童・生徒の差が大きいようである。 
 生活習慣については、起床時刻の平均は 7 時前であり、就寝時刻は 22 時半程度であった。就寝
時刻は極端に遅いという訳ではなかったが、その分散は大きく、就寝時刻が不定時の児童・生徒も
約 7 割に上った。さらに、就寝時刻が 24 時を超える児童・生徒も約 6%あった。また、朝食の摂食
習慣についても、約 8 割の児童・生徒は「必ず食べる」と回答していた一方で、残りの 2 割は「と
きどき食べない時がある」～「あまり食べない」という回答であった。これらのことからも、生活
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リズムが崩れている児童・生徒も一定数いることが窺えた。学校での友人数については、平均値が
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Lifestyles and Learning Behaviors of  
Elementary and Junior High School Students 
 
Kuroishi, Norihiro; Sayanagi, Nobuo; and Takahashi, Makoto 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
This survey investigated juvenile lifestyles and leaning behaviors. 1049 elementary and 
junior high school students were requested to respond to items, including the hour of rising and 
time for bed, habit of eating breakfast, number of close schoolmates, playtime of video games, 
days of attending cram schools, and average hours of autonomous study at home. Descriptive 
statistics indicated that the average student woke up before 7 am and went to bed before 11 pm, 
always had breakfast, and studied for about an hour and a half everyday. Gender differences 
were found in the hour of rising, number of schoolmates, and playtime of video games, while all 
items except playtime of video games differed according to their grades. It was implied that 
autonomous study was influenced by attendance at cram schools, playtime of video games, and 
the hour of rising and time for bed. 
Key words: learning behaviors, lifestyles, cram schools (juku), elementary and junior high 
school students 
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